
2017 年 10 月 27 日 

新日鉄住金ソリューションズ㈱ 

2018 年 3 月期第 2四半期 決算説明会 主要Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ：上期の売上高及び営業利益について  

Ａ：上期の売上高が当初公表値（１,１００億円）に対し、＋６６億円となったのは、公共公益他で

大型プロダクト販売６０億円（昨年度末受注残から３０億円、当期受注・売上で３０億円）の

寄与が大宗です。一方、売上高総利益率は、このプロダクト販売６０億円が低粗利であったこ

とにより２０．２％に下がりましたが、このプロダクト販売影響を除きますと、２１．２％と

ほぼ計画通り（計画は２１.１％）です。販管費は、営業力強化を中心に＋５億円増加しました

が、営業利益は１０１億円とほぼ計画通りになりました。 

 

Ｑ：上期の受注、受注残について 

Ａ：上期の受注は、１,１９３億円と対前年＋３５億円の増加です。 

業務ソリューションは、昨年度の公共公益他での大型案件受注の反動減－８０億円がありまし 

たが、金融＋１５億円、公共公益他＋５０億円の積み上げがあり、－９億円に止まりました。 

また、サービスソリューションは、鉄鋼で来期以降に売り上がる案件３０億円の積み上がりと 

ＮＶＣ完全子会社化の寄与により対前年＋４４億円の増加となりました。 

上期末の受注残は、１，２０１億円と対前年＋１３３億円の増加です。 

業務ソリューションは、公共公益他＋６０億円、金融＋３０億円と積み上がり＋９０億円とな

りました。サービスソリューションは、新日鐵住金向け＋３０億円を中心にＮＶＣの受注残を

加え＋４３億円です。 

 

Ｑ：売上高及び営業利益の下期見通しについて 

Ａ：下期の売上高は 1,２５４億円と当初公表値(１,２５０億円)なみで計画し、鉄鋼、 

金融の統合案件のピークアウト及び前年度４Ｑ期一過性プロダクト販売の反動減をその他の 

領域の増収でカバーします。営業利益については、売上高総利益率を当初計画通り２０．８％ 

とし、販管費増を吸収して年度利益目標２２７億円の達成を目指します。 

  

 

 

以 上 


